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§l Legendreの陪函数を為
π

(.″ )と するとき,そ の 3個及び 4個の積の積分の値は量子

力学 における角運動量の合成,統計力学におけるビリアル係数の計算等に必要 である.

Legendre陪函数の 3個 の積の積分表の場合は,ι ≦ 3な る ものは Condon及 び

s hortbブ リの著書に掲載されており,ι ≦4な る場合はShortley｀り が計算してい

る。ι≦5の場合は雨宮ヽ
0ノ

が計算した。ι≦8の場合はRotenbergW等 の3ブ 記号の

表ょり求めることが出来るが, 3ブ 記号から積分値に変換を要するので使tハ易い積分表

を作成することは極めて意義がある.ま た 4個 の積の積分表の場合は見当らない。筆者

は小数表示のι≦ 8ま での 3個 の積を作成し,及びι≦ 4ま での 4個 の積の積分表を作

成中であるので,こ れを報告する。

Legendre函 数の 3つの積の積分値は Gauntの公式があるが, これを直接用いるこ

とはあま り計算機に適 した方法ではない .

数値積分の方法 としては Simpson法 ,Gaussの方法
ψヽノが通常用いられている方法で

あるが,こ こでは積分値の平方を正確な有理分数表示でも出せるように多項式の不定積

分を基礎 とする方法
りヽヽ |ノ

を用いた。この方法は多項式の係数をMemoryに 入れてかいて,

この係数から多項式の加 ,減 ,乗 ,微分,積分の結果が得 られる多項式の係数 をSub一

routineで求めるものである。 この方法で得られた多項式の各項に上限及び下限の値

を入れて和を作れば定積分の値が得られる。このとき係数を分子,分母の 2つ の既約整

数 であらわし,加 ,減 ,乗 を有理数の加法,減法,乗法のinterpretiVe SubrOu―

tineを用いると答を正確な有理表示
Vヽノ

で得ることが出来る。この方法によるLegen―

d re函数の積の積分表の二部は 1961年の情報処理学会
Vヽノ

で報告 したが,当 時記憶容量

の不足の為中断 していたものである。

§2 3つのspherical harmOhiCSの 積の積分を
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である。(■)に より必要な場 合は■ +π2+23=0の 場合に限ることが出来 ,又 ,ι l,ι2'

ι3が偶三角形 の 3辺 を形 成する場合に限 りJは 消え ないので, この場合についての f
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Wignerの 3添字 記号 との関係は
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計算方式は Fig。 1の Flow Chartに 示す如 く,先ずLegendre函 数の多項式 Pπ (″ )

の″
ル
の係数 を漸化式

(■+1)ftキ 1(″ )一 (2■+1)″ Pル (″)十 ん島 _1(″)=0

を用いて生成 し,次 にこの多項式を微分 Subroutineで微分すること|′
てより,P,′

`ツ

(″ )
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の″
レ
の係数を生成し,`1,ι 2'ι 3;πl'■ 'π3を選定することにょつて,1=:藤

F場1(0,
lヵ l      _l籠 l

`1革

つ:「

P′ (″ ),一三l荘午為 (″ )が決まり,こ れより3個の多項式が生成される .

α″:ル2i 
フ2    d″ :″℃:  

‐
3

次に積 を作るSubroutineで前述の 3個の多項式の積を計算 し,更に

(1_ノ 〆
1211+|%|+レ 31)/2を かけ,次に多項式を積分す るSubro■ t■ onで不定積分

の係数 を求め ,上 ,下限の値 より定積分の値を出 した。

その検算には■の小さい所について00ndOn&ShOr tleyの 計算値 と比較 した・

4個 の場合も同様である。Tab le■ ,Table 2は 3個 の,及び 4個 の場合 の計 算

結果 の一部を掲載 しておきます。

§3 かわりに

数値計算にはUNICONを 通 してIBM 7o90のお世話になつた。ここに学振 UNI―

CON担当の方 々及び日本 IBMの方々の御便宜に厚 〈感謝 します。
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よりPソ (″)の″ιの係数表から
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Integral

O.40406120E-Oo

O。 10101521E-00

-0.22587693E一 oo

-0。 553283■ OE o0

-0.553283101: 00

-0。 22587698E-00

0。 39■ 23029E-00

0.6388 7650E o0

0。 39123029iE-00

-0.59761433E 00

-0.59761433E 00

0。 84515417E 00

o.8■ 64965311 00

-0。 7071o668E 00

-0。 4 08 2 482 6EI-00

0.5,761417E 00

o.5345225311 00

0.15430333E― -00

-o.4 8 7 9 5 038iE-00

-0。 5976■ 441亘: 00

Table 1  3個 の場合の計算結果
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Integral

O.303o4577E-00

0.30304577E-00

0.42857146E-00

-0.64285712E 00

0。42857146E― ‐o0

-0。 1237 178 9EI-00

-0.1237178縛 E-00

0。 42857146E-00

-0_64285713E 00

0.2■ 4285721E-00

-0.64285713E 00

0.3o304577E―-90

0.3o304577:E……00

-0.34992708E-0()

-0.3■ 9438.26E-00

0。 39123040E-00

-0。 31943826E-OQ

O.39123040E-0()

-0.15971,14E― (1()

-0.15'71914E― -00

Table 2  4個 の場合の計算結果
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